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植物由来配糖化酵素による機能性配糖体の合成

(1岡山理大理, 2大分大医，3山口大農)　
○濱田博喜1，松本匡弘1，下田　恵2，小崎紳一3, 中山　亨3

【目的】我々は，植物体から誘導した未定形の細胞集団（カルス）が有する生体触媒としての機能解明に関する研究を重ねてきた．これまでに，我々は，植物カルスによる立体選択的還元反応，鏡像体選択的酸化反応，および，位置選択的水酸化反応について報告してきた１）．・・・・・・・．今回，我々は，ヨウシュヤマゴボウ由来の糖転移酵素（PaGT3）の発現と精製，さらに，PaGT3を用いたレスベラトロール（右図）の物質変換について報告する．
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